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１【提出理由】

平成27年３月31日開催の当社取締役会において、子会社取得を行うことを決議いたしましたので、金融商品取引法

第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第８号の２の規定に基づき提出するものであ

ります。

　

 
２【報告内容】

(1)取得対象子会社の概要

①商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

商号 ミヤコ化学株式会社

本店の所在地 東京都千代田区九段南一丁目６番17号

代表者の氏名 代表取締役社長　大田　義実

資本金の額 296百万円(平成26年12月31日現在)

純資産の額 5,020百万円(平成26年12月31日現在)

総資産の額 21,894百万円(平成26年12月31日現在)

事業の内容
化学品・合成樹脂・医薬品・食品・包装材・電子部品等の原料・製品及び周辺
材を取り扱う商社

 

　

②最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益、経常利益及び純利益

(単位：百万円)

 平成24年12月期 平成25年12月期 平成26年12月期

売上高 55,466 57,993 57,390

営業利益 713 867 1,100

経常利益 794 971 1,095

当期純利益 465 702 1,129
 

　

③提出会社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

資本関係 当社と取得対象子会社との間には、記載すべき資本関係はありません。

人的関係 当社と取得対象子会社との間には、記載すべき人的関係はありません。

取引関係 当社と取得対象子会社との間には、記載すべき取引関係はありません。
 

　

(2)取得対象子会社に関する子会社取得の目的

ミヤコ化学株式会社は、1921年創業の業歴90余年を有する化学品・合成樹脂・医薬品・食品・包装材・電子部品等

の原料・製品及び周辺材を取り扱う商社で、幅広い取扱商品と良質な取引先等の基盤を構築しております。90年以上

の歴史に培われた幅広くかつ質の高いサービスの提供を背景に、主に国内ユーザーを中心としたビジネスを展開して

おります。

ミヤコ化学株式会社の取扱商品は、基礎化学品、産業資材、ファインケミカル、食品と幅広く、当社の展開する化

学品事業の取扱商品と一致する部分があります。

当社は、国内事業を中心とするミヤコ化学株式会社を子会社化することにより、当社が基盤とする貿易(輸出入・海

外取引)事業を補完し、国内外のバランスの取れた展開が可能となり、化学品事業の将来の拡充に向けて布石となると

考えております。具体的には、ミヤコ化学株式会社が国内で調達する商材を当社の海外ネットワークを活用すること

で貿易取引の拡大を図るとともに、当社が海外で調達する商材をミヤコ化学株式会社の国内顧客に販売すること等に

よりシナジー効果が生じるものと考えております。

ミヤコ化学株式会社は、既に一定の事業規模を有しており、収益性は比較的安定しており、近年の業績は順調に拡

大していることから、当社によるミヤコ化学株式会社の子会社化は、当社グループにおける事業規模及び収益性の拡

大を期待することができ、ひいては企業価値の増大に資するものと考えております。
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(3)取得対象子会社に関する子会社取得の対価の額

取得対象子会社株式の普通株式 10,000百万円

アドバイザリー費用等(概算額) 220百万円

合算(概算額) 10,220百万円
 

(注)取得対象子会社株式の普通株式の取得価額は、株式取得時の現預金残高に応じて価額調整される可能性がありま

す。

 
 

以上
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